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１．かぬま多文化共生講座「はじめの一歩」の
継続
2011 年 6 月から活動を開始したかぬま多文
化共生プラン推進委員会は、「みんなで」「かな
らず」という約束のもと、これまで 4 回にわたっ
て多文化共生講座「はじめの一歩」を毎年 12
月に開催してきた。「はじめの一歩」の準備に
あたっては、委員の有志が集まって実行委員会
を設置し、行政担当者の協力を得ながら、委員
が持つ人的ネットワークをフルに活用する形で
関係者に事業を担ってもらう方式で実施してき
た。
また、いずれの年においても宇都宮大学国際
学部行政学研究室所属の学部生・院生が複数名
参加した。
以下、第 1 回から第 4 回までの活動を各回の
チラシや新聞報道等を盛り込む形で報告する。
２．第１回「一杯のお茶から世界が見える！」
（2011年12月8日　市民情報センター）
約 60 人が参加した。市内在住の外国人らが
意見発表を行ったほか、それぞれの国で飲まれ
ている珍しいお茶やお茶菓子も味わい、耳と舌
で諸国の“カル茶―”を経験した。
講座は同委員会の手作りで企画運営。意見発
表した外国人 5 人もメンバーで、各自が祖国と
日本の風習の違いや、外国人の目で発見した鹿
沼の良さなどを語った。
お茶の会では、冷たくして飲むタイ式の紅
茶、ベトナムのハス茶などが紹介され試飲。
スリランカ出身で、粟野在住の徳原チャンディ
カさんが、ミルクと紅茶を混ぜて、高い場所か
ら注ぐスリランカ流のパフォーマンスを披露し
た。またブラジルの野田サチオさんのグループ
は舞踊と格闘技が融合した「カポエイラ」を実
演、盛んな拍手を浴びていた。
参加者と委員が一緒になってディスカッショ
ンも行われた。（2011 年 12 月 21 日付下野新聞
「各国“カル茶―”耳と舌で体験」）
３．第２回「あ～びっくりした！おどろいた!!」
（2012年12月16日　市民情報センター）
2 回目からは、宇都宮大学国際学部附属多文
化公共圏センターの後援を得て今日に至ってい
る。市民の多文化共生に関する理解を深めると
ともに、「多文化共生の地域づくり」に参加し
てもらうことを目的とした。
第 1 部「テーマトーク」では、主に外国人
20 名程度をパネラーとして、前に座ってもら
い、司会者が質問をし、答えてもらった。外国
人パネラーにテーマに沿って日本に来て驚いた
こと、びっくしりたことなどを話してもらっ
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た。観客からも質問を受け付け、お互いの文化
の違いなどを理解し合った。
第 2 部「フリートーク」では、観客からも意
見や質問をパネラーにしてもらい、自由なテー
マで話し合った。前回と同様に外国のお茶・お
菓子を用意した。
参加者は 80 人（講座受講者 46 人、かぬま多
文化共生プラン推進委員16人、パネラー13人、
事務局 5 人）で、「習慣の違いが分かって面白
かった」「知っているつもりでも、やっぱりと
実感できることが多々あった」「日本語で一生
懸命伝えようとして下さっている姿勢が伝わり
温かい気持ちになった」「発表者の皆さんの選
択が良かった」など、参加者から好評であった。
４．第３回「鹿沼からのぞいてみよう―世界は
こんなにおもしろい―」（2013年12月8日　ま
ちなか交流プラザ）　
2013 年 2 月にかぬままちなか交流プラザに
鹿沼市多文化共生コミュニティセンター「コミ
ニーテ」がオープンし、ここを会場とした。
若い世代を含む多くの市民の多文化共生に関
する理解を深めるとともに、前回と同様に「多
文化共生の地域づくり」に参加してもらうこと
を目的とした。
オープニングで鹿沼商工日本音楽部による演
奏の後、主に日本人の留学や海外での体験談、
日本での外国の人との関わりについて 1 人 5 分
から 8 分程度で話してもらった。パネラーはア
メリカの帰国子女（高 2 男子）、パナマでの海
外青年協力隊経験者（40 代女性）、地元で働く
中国人（男性 30 代男性、朝鮮系）アメリカで
の生活体験者（高１女性）、トルコでの生活経
験者（50 代男性）、ベルギーでの生活経験者（20
代女性）であった。
その後、パネラーを中心に 6 つ程度のグルー
プに分かれ、模造紙、付箋、マーカーを使いな
がら、感じたことを話し合った。そして各グルー
プで印象に残ったことを話し合った。その間、
外国籍の人に民族衣装で母国のお茶を提供して
もらった。
参加者は 69 人で、「体験した話を聞くという
のは学べることが多いし説得力があった」「日
本の価値観は日本だけ、海外では国や家庭、人
によってそれぞれ違う。それを受け入れること
の素晴らしさがよく伝わる内容だった」といっ
た意見をもらった。
５．第４回「リズムは世界をつなぐ―来て・み
て・ふれよう―」（2014年12月14日　まちな
か交流プラザ）
参加者は約 70 人。「さまざまな国のダンスや
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スポーツ、楽器などの体験をしてみませんか」
というフレーズで、パフォーマンスを中心とし
た講座を開催した。
前半は、まちなか交流プラザのフリースペー
スを用いて、鹿沼商工日本音楽部による琴、バ
ンブーダンス（フィリピン）、ダーカウ（ベト
ナム）、カポエイラ（ブラジル）、尺八（日本）、
ケーナ（南米）の演奏・実演を行い、後半は屋
外や 2 階も使用して、体験教室を開催した。
意見交換とはまた違った参加者の楽しみと気
軽な交流にポイントを置いた講座となった。ま
た、協賛金の一部を用いた、あるいは委員有志
が持ち寄る形で用意した花など景品が多く当た
る抽選会においても、アンケート回答者が参加
できる工夫を凝らしたことで、最後まで残った
参加者が多く、和気あいあいとした盛り上がり
を見せた。
６．これまでの活動から見えてきたこと
年１回の講座開催をこれまで 4 年間継続でき
たのは、事業開催の準備にあたって、縁の下の
力持ちの労を惜しまない有志委員の存在が挙げ
られる。出演者への交渉や調整、当日の時間配
分や担当者の割当、さらには会場レイアウトな
ど、実務面で地を這うような労を厭わずに汗を
かいた有志委員の存在が大きい。行政担当者や
国際交流協会の支援も得て、また、微力ではあ
るが大学教員としてもできること（論文や報告
書の作成、話し合いの進行、学生参加など）を
やり、まさに多元的なチームワークで実践する
協働事業となっている。こうした草の根の事業
実践と継続が国際交流の土台だと考える。
